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『メディア考古学とは何か？』とは何か
• 原著は2012年にPolity出版から刊行 
• ユッシ・パリッカはオーフス大学コミュニケーション文化学部教
授、デジタル美学研究センター長。サウザンプトン大学ウィンチェス
ター美術学校、プラハ舞台芸術アカデミー映画テレビ学部客員教授 

• 最近翻訳が刊行された『メディア地質学』のほか、『デジタル感染症：
コンピュターウィルスのメディア考古学』、『昆虫メディア：動物と
技術の考古学』、最新刊『オペレーショナル・イメージ』など、著書・
編著多数。 

• 本書は2011年に刊行されたエルキ・フータモとの共編著Media 
Archaeology: Approaches, Applications, and Implicationsとともに、
それまで限定的な範囲での受容にとどまっていたメディア考古学が、
英語圏のメディア研究において広く読まれるきっかけになった



『メディア考古学とは何か？』とは何か
Google Scholarでの検索結果（2023年10月27日現在） 
• media archaeology ・・・・・9840件 
• software studies ・・・・・7800件 
• platform studies ・・・・・6870件 
• digital studies ・・・・・6460件 
• cultural studies ・・・・・1620000件 
• spiral of silence・・・・・13000件 
• media convergence ・・・・・18200件 
• new materialism ・・・・・18200件 
• material turn ・・・・・11800件 
• speculative realism ・・・・・7870件





『メディア考古学とは何か？』とは何か
• メディア考古学2.0＝新しいメディア研究 

• メディア考古学の第２幕 
• ニューマテリアリズムの導入 
• 文化研究とドイツメディア理論の架橋 

• 創造的な実践の方法 
• 日本のメディア研究・メディア史との同時代性 

• 本書の課題 
• マスコミュニケーション理論との架橋 
• ニューマテリアリズムとメディア研究



メディア考古学の第２幕
• 1980年代から90年代に「メディア考古学」を提唱したエルキ・フー
タモ、トマス・エルセサー、ヴォルフガング・エルンストらを第
一世代とするならば、彼らの議論の更新を目指すパリッカはいわ
ば第二世代のメディア考古学者と言える。 

• メディア考古学は、これまで一般的には新しいメディア史、一風
変わったメディアの歴史記述の方法として受け入れられる場合が
多かった。そのため既存のメディア史や文化史との違いが度々問
題となってきた（2016年の日本マス・コミュニケーション学会第
35期第5回研究会「メディア考古学の展望」でも同様の議論）。 

• これに対しパリッカは、歴史記述の方法を超えて、現在のデジタ
ル文化を理解するための方法としてメディア考古学を再設計するこ
とを試みる。



ニューマテリアリズムの導入
• パリッカは、メディア考古学を、メディア史を書き換えるためだ
けでなく、現在のデジタル文化を複数の時間性が折り重なる場所
と捉え、現在と過去の絡み合いを記述するための方法として再設
計する。→過去のメディアと新しいメディアが交錯する現在 

• そのために重要な役割を果たすのがニューマテリアリズム（新し
い物質主義／唯物論）の導入である。 

• ニューマテリアリズムは、言語や文化を重視する従来の社会理論
に対し、見過ごされてきた物質、身体、技術や無機物、人間の知
覚を逃れる物質性などに焦点を当てる社会理論の潮流を指す。パ
リッカはこのニューマテリアリズムをメディア研究に導入し、非
物質性や脱物質化が強調されてきたデジタル文化や情報社会の物
質性を問題化する方法としてメディア考古学を再設計する。



文化研究とドイツメディア理論の架橋
• ニューマテリアリズムの導入に加え、パリッカが本書で行なった重要
な貢献は、文化研究とドイツメディア理論の架橋である。たびたび指
摘されるように、キットラーをはじめとするドイツメディア理論と英
米圏の文化研究はしばしば対立的な関係にあった。 

• 「ジェフリー・ウィンスロップ＝ヤングの指摘によると、ドイツのメ
ディア理論とは、技術の仕組みの読み取りと高度な理論の読解が融合
したものであると捉えられるのだが、これを歴史的に位置づけてみる
とフランクフルト学派によるマルクス主義的批評に対する批判である
と捉えられるし、世界的に見ればイギリスのカルチュラル・スタ
ディーズからの差異化を図ったものであると捉えられる」（97頁） 

• →「ドイツと（もしかするとキットラーが目指していたかもしれな
い）「旧ヨーロッパ」と英米圏の間にある文化研究やメディア研究の
分断」（98頁） を架橋する企て



メディア考古学2.0＝新しいメディア研究
• この両者を、ニューマテリアリズムを経由し、架橋するのが、パ
リッカのメディア考古学＝新しいメディア研究と言える 

• 「キットラーの議論と英米圏の（特にイギリスの）文化研究やメ
ディア研究との間には隔たりがあると時折主張されるのだが、新
しいメディア研究がメディアの物質性について論じるときキット
ラーから引き継いだものを考えれば、キットラー効果は明らかな
のである。したがって、ここまで私たちは「メディア考古学」に
ついて論じそのコンセプトを拡張してきたのだが、この議論の軌跡
は「新しいメディア研究〔new media studies〕」と呼ばれるに
ふさわしいだろう」（121頁・太字は引用者） 

• メディア考古学＝新しいメディア研究とは、キットラー派のメディ
ア理論と新しいカルチュラル・スタディーズの合流地点である。



メディア研究の新しい世代の主題
• 「メディア研究において、新しい世代の主題が芽生えた」（122
頁） 

• →メディア考古学／メディアエコロジー／ソフトウェア・スタ
ディーズ／プラットフォーム・スタディーズ／コンピュータフォレ
ンジック／情報社会の物質性など 

• 本書の重要な意義の一つは、パリッカのいう「新しいメディア研
究」「メディア研究における新しい世代の主題」をまとめて紹介
している点にもあると言えるだろう。こうした研究群はこれまで
日本語ではほとんど紹介されてこなかった。 

• とくにニューマテリアリズム系の議論とメディア研究の接点（メ
ディア物質主義）についての紹介は重要であり、本書をきっかけ
に日本語圏のメディア研究でも受容が進むことを期待している。



創造的な実践の方法
• 本書のもう一つの重要な貢献は、メディアアート・デザインとの
連携を明確に打ち出した点にある。 

• 「メディア考古学は、テクストに基づく手法としてだけでなく、
芸術的な方法論としてもより明確に表現される必要がある」(197
頁)→人文知との連携可能性、メディア研究の現場としてのアート 

• メディア考古学の発想自体が、ポール・デマリニス、ゾーイ・ベロ
フ、岩井俊雄、藤幡正樹といったアーティストや作品との対話に
よって形成されてきた。メディア考古学の理論や歴史は、それを
具現化するような作品や装置と切り離すことはできない。 

• パリッカのメディア考古学において、装置とは物理的、技術的な
装置であると同時に、認識論的な概念装置でもあり、両者を結び
つける特権的な媒体がアーティストの作品に見出されている。
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日本のメディア研究／史との同時代性
• 1990年代以降の日本のメディア史、メディアの歴史社会学とメ
ディア考古学の関心の近さ 
• メディア研究における歴史性の重視 
• 「敗者」「負け組」に注目する歴史研究 
• 歴史の中の「可能的様態」への注目 
• オルタナティブな情報社会の模索 

• フィンランド出身のパリッカとフータモ、ドイツ出身のエルセ
サー、ツィーリンスキ、エルンスト、メディア考古学の拠点とし
てのオランダとアムステルダム大学出版 

• 英語圏の主流のメディアスタディーズ（とシリコンバレー型の情
報産業）に対するオルタナティブとしてのメディア考古学的研究



本書の課題1 
マスコミュニケーション理論との接続

• 山腰修三, 2022, 「理論研究の歩みと課題：マス・コミュニケーショ
ン理論とメディア理論の展開をめぐって」『マス・コミュニケー
ション研究』100号の問題提起 

• パリッカのメディア考古学はメディア理論とカルチュラル・スタ
ディーズ的なアプローチを架橋することには一定程度成功している
が、選挙や民主主義といったマス・コミュニケーション理論や
ジャーナリズム研究が展開してきた問題、山腰(2022)のいう「社
会的なもの」「政治的なもの」との接続は可能か？  

• →情報社会の物質性を問うパリッカのメディア考古学は、マス・
コミュニケーション理論とは異なる形で社会的なものと政治的な
ものを問題化している。ジャーナリズムや政治的コミュニケー
ションの物質性を問う研究プログラムはありうるのではないか



本書の課題2 
ニューマテリアリズムとメディア研究

• ニューマテリアリズムやポストヒューマンの議論は、とりわけ
2000年代以降、メディア研究にとどまらない領域横断的な大きな潮
流を形成してきた。 

• パリッカは本書では主にキットラーを経由する形で、ハードウェ
ア、機械、無機物に焦点を当てている。そうした議論を中心にする
ことで、ニューマテリアリズムの議論をメディア研究と接続するこ
とにある程度成功していると言えるだろう。 

• しかし一方で、とくに英米圏のニューマテリアリズムはポスト
ヒューマンの議論を経由しながら、むしろ生命、身体、情動、動物
といったテーマにより関心を持っているように思われる。そのこと
を考えると、パリッカが本書で示した「より物質的な」「よりハー
ドな」方向だけでないメディア理論・メディア研究が、ニューマテ
リアリズムとの接点で構想可能ではないか。


